
 

 

 

平成 27年 10月 30日 

会員制介護付老人ホームの特別会員権の購入を勧誘する 

「株式会社ミサワケアホーム」に関する注意喚起 
  

平成 27年６月以降、会員制介護付老人ホームの特別会員権の購入を勧誘する事業者に

係る相談が、各地の消費生活センター等に寄せられています。 

消費者庁が調査したところ、「株式会社ミサワケアホーム」（以下「ミサワケアホーム」

といいます。）の勧誘において消費者の利益を不当に害するおそれのある行為（不実のこ

とを告げること）を確認したため、消費者安全法（平成 21年法律第 50号）第 38条第１

項の規定に基づき、消費者被害の発生又は拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆

様に注意を呼び掛けます。 
 

（注意喚起の要旨） 

○ ミサワケアホームは、消費者に対し、「『くつろぎの里』ご案内資料」と称する同社の

会員制介護付老人ホーム事業を記載したパンフレットや「特別会員権申し込み用紙」等

一式（以下「勧誘資料」といいます。）を郵送で送付してきます。 

消費者がミサワケアホームからの封筒を受け取るのと前後して、消費者宅に、ミサワ

ケアホームとは別の事業者（以下「Ａ」といいます。）から電話があり、「『くつろぎの

里』には封筒が届いた人にしか入居できない。」、「Ｘという人が、その老人ホームに入

りたがっている。入居の権利を譲ってくれないか。」、「名前を貸してもらえば申込みの

手続は当社で代わりにやります。」、「Ｘは親戚ということにしていただき、ミサワケア

ホームから確認の電話が掛かってきたら、私の親戚だ、と言ってください。」などと告

げてきます。 

○ その後、Ａの申出を断らなかった消費者にミサワケアホームから電話があり、「親戚

でもない人を親戚だと言って申込みをした。これは不正な取引だ。犯罪になる。あなた

は逮捕される。」、「元に戻す（解約）には、2000万円（申込金）の 20％（違約金）だか

ら、400 万円をあなたが支払ってください。」などと言い、金銭の支払を要求してきま

す。 

○ ミサワケアホームは、消費者に送付した勧誘資料に、同社の所在地を表示しています

が、当該所在地に同社の事務所は存在しておらず、商業登記簿への登記もありません。 

○ 以上のことなどから、ミサワケアホームは、事業実体がないことが強く疑われます。

ミサワケアホームから勧誘資料が届いた場合又はミサワケアホームとは別の事業者か

らミサワケアホームの勧誘資料について電話で質問や依頼を受けた場合は、決して応じ

ず、すぐに電話を切ってください。 

○ 見知らぬ人や事業者から「老人ホームへ入居する権利を譲ってほしい。」、「名前を貸 

してもらえば申込みの手続は当社で代わりにやる。」といった依頼は詐欺の手口です。

事業者からこのような依頼を受けても決して応じず、すぐに電話を切りましょう。 

○ このような依頼に応じてしまい、後から「犯罪になる。あなたは逮捕される。」など

と言われて金銭の支払を求められた場合でも、決して支払ってはいけません。お金を支

払う前に消費生活センター等や警察に相談しましょう。 

○ このような勧誘電話に関して不審な点があった場合は、消費生活センター等や警察に

相談しましょう。 

本件に関する問合せ先 

消費者庁 消費者政策課 財産被害対策室  

TEL：03(3507)9187 FAX：03(3507)9287 
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会員制介護付老人ホームの特別会員権の購入を勧誘する 

「株式会社ミサワケアホーム」に関する注意喚起 

 
 

平成 27年６月以降、会員制介護付老人ホームの特別会員権の購入を勧誘する事業者に係る相

談が、各地の消費生活センター等に寄せられています。 

消費者庁が調査したところ、「株式会社ミサワケアホーム」（以下「ミサワケアホーム」といい

ます。）の勧誘において消費者の利益を不当に害するおそれのある行為（不実のことを告げるこ

と）を確認したため、消費者安全法（平成 21年法律第 50号）第 38条第１項の規定に基づき、

消費者被害の発生又は拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆様に注意を呼び掛けます。 

１．事業者の概要 

名   称 株式会社ミサワケアホーム 

所 在 地 東京都千代田区東神田１－７－11神田住友ビル８Ｆ 

代 表 者 安藤 美知子 

設   立 1990年 4月 

資 本 金 ３億 8000万円 

事業内容  
福祉・介護サービス業 

会員制介護付老人ホーム『くつろぎの里』（施設名称） 

※ ミサワケアホームが消費者に提供した資料に記載されている内容です。 

※ ミサワケアホームは、上記所在地に存在しません。 

※ 同名又は類似名の事業者及び施設名称と間違えないよう御注意ください。 

 

２．具体的な勧誘事例（資料の詳細は別添を参照） 

（１）平成 27年８月中旬ころ、ミサワケアホームとは別の事業者（以下「Ａ」といいます。） 

の担当者を名乗る者から、消費者に「当社ではミサワケアホームの封筒を探しています。そ

ちらにミサワケアホームから封筒が届いていませんか。」、「ミサワケアホームは、老人ホーム

を運営している会社です。今年 12月に、『くつろぎの里』という老人ホームができるが、ミ

サワケアホームでは、『くつろぎの里』に入居する人を募集している。」、「募集人数が少なく、

なかなか入居できない上、『くつろぎの里』には封筒が届いた人にしか入居できない。」、「封

筒が届くかもしれないので、届いたら封筒をとっておいてください。」などと電話が掛かって

きた。 

（２）数日後、消費者宅に封筒が届いた。封筒の下部にミサワケアホームの社名が印刷され、中

には、「『くつろぎの里』ご案内資料」、「特別会員権申し込み用紙」等の資料が入っていた。 

（３）封筒が届いた後、Ａの担当者から消費者に再度電話があり、「Ｘという人が、その老人ホー

ムに入りたがっている。入居の権利を譲ってくれないか。」、「名前を貸してもらえば申込み

の手続は当社で代わりにやります。」、「Ｘはあなたの親戚ということにしていただき、ミサ

ワケアホームから確認の電話が掛かってきたら、私の親戚だ、と言ってください。」、「入居

申込みのお金を振り込むので、ミサワケアホームの銀行口座を聞いてください。」、「入居申

込みのお金は全てこちらで支払いますので、心配は要りません。」と依頼された。消費者は

困っている人がいるなら助けてあげたいと考え、応諾した。 

（４）数日後、ミサワケアホームの担当者から消費者に電話があり、「あなたのお名前のほかに

Ｘ様というお名前が書かれ申込みがありました。どういった御関係でしょうか。」と言われ
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たので、消費者は、「Ｘは親戚の者です。」と答えた。その際消費者は、ミサワケアホームの

担当者からミサワケアホームの銀行口座を聞き、Ａの担当者に電話して当該銀行口座を教え

た。 

（５）翌日、ミサワケアホームの担当者から消費者に電話があり、脅すような怖い話し方で「あ

なたは親戚でもない人を親戚だと言って申込みをした。これは不正な取引だ。犯罪になる。

あなたは逮捕される。」、「申込用紙に入金後の解約は 20％の違約金がかかると書いてあるだ

ろう。元に戻すには、2000 万円（申込金）の 20％だから、400 万円をあなたが支払ってく

ださい。」などと言われたが、消費者は、とても払える金額ではないと言って断った。そこ

で、消費者は、Ａの担当者に電話をして文句を言ったところ、Ａの担当者から「400万円は

弁護士があなたに送金してくれることになった。ただ時間が掛かるので、手っ取り早く解決

したいから、先にあなたから 100 万円くらいミサワケアホームに支払ってもらえないか。」

などと言われた。消費者が断ったところ、Ａの担当者は「では、５万でも６万でも良いから

払えないか。」と言ってきた。消費者は話があまりにおかしいと思い、電話を切って消費生

活センターに相談をした。 

 

３．当庁が確認した事実 

○ ミサワケアホームは、消費者に対し、「『くつろぎの里』ご案内資料」と称する同社の会員

制介護付老人ホーム事業を記載したパンフレットや「特別会員権申し込み用紙」等一式を郵

送で送付してきます。 

消費者がミサワケアホームからの封筒を受け取るのと前後して、消費者宅に、Ａから電話

があり、「『くつろぎの里』には封筒が届いた人にしか入居できない。」、「Ｘという人が、その

老人ホームに入りたがっている。入居の権利を譲ってくれないか。」、「名前を貸してもらえば

申込みの手続は当社で代わりにやります。」、「Ｘは親戚ということにしていただき、ミサワケ

アホームから確認の電話が掛かってきたら私の親戚だ、と言ってください。」などと告げてき

ます。 

○ その後、Ａの申出を断らなかった消費者にミサワケアホームから電話があり、「親戚でもな

い人を親戚だと言って申込みをした。これは不正な取引だ。犯罪になる。あなたは逮捕され

る。」、「元に戻す（解約）には 2000万円（申込金）の 20％（違約金）だから、400万円をあ

なたが支払ってください。」などと言い、金銭の支払を要求してきます。 

○ ミサワケアホームは、消費者に送付した勧誘資料に、同社の所在地を表示していますが、

当該所在地に同社の事務所は存在しておらず、商業登記簿への登記もありません。 

○ ミサワケアホームが消費者に告げた、会員制介護付老人ホームの特別会員権の購入に係る

金融機関口座は、存在していませんでした。 

○ ミサワケアホームは、消費者に郵送した「特別会員権申し込み用紙」に連絡先として表示

していた電話番号は、存在していませんでした。 

 

４．消費者へのアドバイス 

○ 上記３．の事実を踏まえると、ミサワケアホームは、事業実体がないことが強く疑われま

す。ミサワケアホームから勧誘資料が届いた場合、又はミサワケアホームとは別の事業者か

らミサワケアホームの勧誘資料について電話で質問や依頼を受けた場合は、決して応じず、

すぐに電話を切ってください。 

○ 見知らぬ人や事業者から「老人ホームへ入居する権利を譲ってほしい。」、「名前を貸して

もらいたい。」といった依頼は詐欺の手口です。事業者からこのような依頼を受けても、決

して応じず、すぐに電話を切りましょう。 
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○ このような依頼に応じてしまい、後から「犯罪になる。あなたは逮捕される。」などと言

われて金銭の支払を求められた場合でも、決して支払ってはいけません。お金を支払う前に

消費生活センター等や警察に相談しましょう。 

○ 厚生労働省では、全国の介護サービスの事業所・施設等を検索できる介護サービス情報公

表システム「介護事業所・生活関連情報検索」のウェブサイトを提供しています。老人福祉

施設等を確認するなどの際に参考にしてください。 

● 厚生労働省 介護サービス情報公表システム 

 http://www.kaigokensaku.jp/ 

○ このような取引に関して不審な点があった場合は、各地の消費生活相談窓口（消費生活セ

ンター等）や警察に相談しましょう。 

● 消費者ホットライン（最寄りの消費生活センター等を御存知でない場合） 

電話番号 188番 （いやや！） 

● 警察相談専用電話 

       電話番号 ＃9110 

（以 上） 


















